
令和６（２０２４）年度
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1 号 議 案

令和５（２０２３）年度事業報告

新型コロナウイルス感染症が2類から5類へ変更となり対面でのコミュニケーションが復活していくものの、北海道の人口は
全国に先駆けて減少している中でインボイス制度導入・電子帳簿保存法の猶予期間終了等の国の制度変更への対応を
行うためには、DX（デジタルトランスフォーメーション）による労働力不足対策が地域活性化のカギとなると捉え、これまで以
上にＩＣＴ等の最新技術に着目した事業内容への転換を目指しました。
また、１２年振りに札幌での開催となる「第62回電話応対コンクール全国大会」も、北海道・札幌市・北海道観光振興

機構・北海道商工会議所連合会の後援をいただき、道外から1,000名規模の皆さまをお迎えし、また北海道らしい物産展
やアトラクションを企画実施してきました。
深川地区協会事業は、概ね計画通りに実施することができました、ありがとうございます。

1.会員数・会費収益状況

(1)会員数状況
2023年度末の会員数については、経費削減・協会事業に参加出来ない等を理由に会員様の退会申し出
があり、減となっていますが、全国47支部の中では最多（1位）を維持しました。

なお、前年同期比で新規入会▲6、退会数+39と、減少率は▲2.5％⇒▲4.2％と増加（下表参照）
また、地域別の減少率では道央圏に比べ、道南・道北、道東が高く、新規入会がない地区が多いことから、
事業を通じて協会の認知度を高め、賛同者となる新規会員を拡大していくことが大きな課題となっています。

(2)会費収益状況
会費収入額については、会員減少率に連動し、前年同月比95.8％（▲554千円）となりました。

【地区協会別会員数状況】

前年度末 新規入会 退会 純減数 2024.3会員数

2,782 22（28） 139（100） ▲117（▲72） 2,665

- 1 -

-2



２.テレコミュニケーション教育事業（公益事業）

（１）ビジネスコミュニケーションスキル研修（５３５名：３０６事業所）

協会では、スキル層別に研修をオンライン（リアル）研修とアーカイブ研修を行うことで、道内どこからでも受
講していただけます。商工会議所・商工会等の集合研修には都合が悪く出席できない方や事業所所在地
には講師がいない場合等、補完できる研修としても広く利用していただいています。

①新社会人向け研修（２８０名：１55事業所）
＜オンライン研修＞年４回実施（１回40名定員） ※協会会員は1回3名まで無料

【北海道内で９０名：５６事業所が利用】
＜アーカイブ研修＞７月～2月まで約７ケ月間受付し配信 ※協会会員無料

【北海道内で３６名：１４事業所が利用】
＜集合型研修（商工会議所共催型）＞一部の地区協会と地域の商工会議所が共催して実施

3/22（金）フレッシュマンスキルアップ研修

主催：深川商工会議所、共催：公財）日本電信電話ユーザ協会深川地区協会等

講師： 株式会社日本ビジネス社 代表取締役 佐々木 隆浩 氏

参加人数： 2企業 6名（全体-2企業 6名）

＜４地区協会5会議所と共催：１５４名：85事業所が利用＞
※非会員への協会案内が課題

②若者向け研修（５７名：３２事業所）
＜オンライン研修＞年3回実施（１回40名定員） ※協会会員は1回3名まで無料

③実務者向け研修（１４０名：７６事業所）
＜オンライン研修＞年３セット（前期：後期：実技 各１回で１セット）計9回実施

④リーダー育成研修（３２名：２３事業所）
＜オンライン研修＞年2セット（前期：後期：実技 各１回で１セット）計6回実施

⑤リーダー・指導者向け研修（２６名：２０事業所）
＜オンライン研修＞ １セット（前期：後期：実技 各１回で１セット）計３回実施

SNS世代の新入社員が会社の電話に出ることに不慣れな「電話恐怖症」がマスコミでクローズアップされるなど、
ビジネスシーンでのコミュニケーションスキル、ビジネスマナースキル（ビジネスコミュニケーションスキル）は、CS（お
客様満足度）向上のカギになります。協会では、研修受講でスキル習得、その成果を電話応対技能検定や電
話応対コンクールに参加し確認するという一連のサイクルとして企業の皆様に提案しています。
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２.テレコミュニケーション教育事業（公益事業）

（２）電話応対コンクール

電話応対コンクールは、問題で設定された仮想企業の社員役として、お客様役の模擬応対者と電話応対
を行い、その品質等を審査委員が評価する唯一無二のコンクールです。
地区大会は電話の録音審査ですので、職場や自宅からでも手軽に参加することが出来ます。また、北海

道大会・全国大会は、出場する選手は自らの応対を研鑽しスキルアップを図るとともに、傍聴する人も高度
な電話応対を聴く貴重な機会となり、今後の自社業務での応対に活かすことができると多くの声をいただいて
おります。

①コンクール関連研修（6回実施：153名：78事業所）

②電話応対コンクール（地区大会８、道大会、全国大会 計１０回実施／142名：52事業所）

③第６２回電話応対コンクール全国大会in札幌

12年振りに札幌で開催した全国大会は、全国6,316名の中から予選を勝ち抜いた57名の選手が札
幌文化芸術劇場hitaruを舞台に熱戦を繰り広げました。選手以外にも多くの方々が来道され、地元へ
の経済効果にも貢献できた大会となりました。
土屋北海道副知事や秋元札幌市長、廣重総務省北海道総合通信局長の歓迎のご挨拶、大会を

盛り上げるため、平岸天神様による「よさこいソーラン」の壮大な演舞、北の旬彩様と北海道観光振興機
構様による北海道ならではの物産展、HTB様には、五十幡アナウンサーの派遣、並びに情報提供番組
（イチモリ、ビジネスウィークリー各1回、計2回）で大会模様を紹介していただきました。
また、NTT東日本北海道事業部様の社員、並びに北海道大会参加企業等から約１００名の方々に
ボランティアで大会運営スタッフとしてお手伝いをいただきました。
スタッフとして参加した北海道大会出場者からは、全国大会出場者の競技をライブで見られたこと、また独
特の緊張感を体感できたことが貴重な経験として、職場や次回参加へ活かしていきたいとの声をいただい
ております。

<参考：電話応対コンクール・層別研修：地区別参加状況>

（３）電話応対技能検定

準公的資格である電話応対技能検定試験については、北海道支部は実施機関（認定番号１１５）と
して認定を受け、会員等道内受験希望者のために地区協会事務局とも連携しながら事業を行いました。

（４）企業電話応対診断

北海道支部独自のメニューで実施してきた企業電話応対診断については、本部実施の企業電話応対診断
や講師紹介での対応とし、支部独自の企業電話応対診断を廃止しました。

区 分 受験者数（ ）は前年実績 合格者数（ ）は前年実績 備 考

1級 8名（3名） 3名（3名）

2級 12名（13名） 10名（5名）

3級 40名（71名） 20名（70名）

4級 52名（86名） 44名（67名）
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３.ICT利活用推進事業（公益事業）

道内は、労働人口が減少に転じている中、２０２４年度問題もあり、労働力確保が難しくなっており、不足
する労働力の代替として注目されるDX（デジタルトランスフォーメーション）をテーマに、AIや生成AI等の最新
技術を活用するセミナーやICT機器の体験会や現地見学会を２大公益事業の一つとして実施しました。
また、商工会議所やNTT東日本グループと連携したICTセミナー、全国各地の支部と連携したICTセミナーを

オンラインで開催するとともに、地区理事会・総会でのICTミニセミナー開催等、DX・ICT関連情報提供の充実、
ICT活用推進事業への参加機会の拡大に取り組みました。

（１）ICTセミナー（１，０１１名：８００事業所）
「ICT人材がいない、難しい」、「DXはどうやるの」との声を受けて、「視て・聴いて・触れる」機会を増やすことを目

的に、最新のICT機器や技術（AIや生成AI）を不足する労働力の代替にしてもらうセミナーを複数の商工会議
所・商工会と連携しています。

①複数地区連携：「基調講演＋（展示・体験）＋特別講演」 <4回実施、9月・2月は全国配信>

・テーマ：地域医療の課題 （国立穂別診療所副所長 香山 リカ氏） 【５月】
・テーマ：人手不足対策 （(株)タイミ-ー代表取締役社長 小川 嶺氏） 【６月】
・テーマ：分身ロボット （株式会社オリィ研究所 CVO 吉藤オリィ氏） 【９月】
・テーマ：AI・生成AI  （東京大学薬学部教授 池谷 裕二氏） 【２月】

②複数地区連携：「現地見学会＋講演」

・7/7（金）道北７地区合同「ICT交流会」

テーマ： 「ドローンによるスマート農業・点検・災害対策等の最新動向」

「道北エリアにおけるDX等ICT活用事情について」

講師： 和田哲大 氏（NTT e-Drone Technology）・ 諏訪部達也 氏（NTT東日本）

参加人数： 16名（旭川-3/富良野-1/稚内-2/一般-3/NTT・ユーザ協会-7

・「北広島ボールパーク」 （ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント 佐藤拓氏）【９月】

③商工会議所（NTT東ー南関東）共催：ICTセミナー

・電帳法対応セミナー（釧路）
・ChatGPT（帯広・オホーツク）

④総会・理事会：「NTT東日本講師のミニセミナー」＜２４回実施＞

・10/24（火）「DXを進めるためのヒント」 (NTT東日本 北海道北支店長 諏訪部達也 氏)

＜ICTセミナー：地区別参加状況＞
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（２）会員特典

①eラーニング（１１回実施：2１事業所・293名申込）

1回20名迄申込可能（利用回数制限なし）

「DX入門（６講座）」、「新入社員向けビジネススキル（15講座）」、「育成担当者向けコミュニ
ケーションスキル（８講座）」、「ICT推進者向けRPA・WEB集客（6講座）」、「全社員向け（12
講座」

②標的型攻撃メール予防訓練（１１回実施中、3回申込有：４事業所・28名申込）

1回１０アドレス登録可能（1会員年1回迄）

ウィルスメールを装ったメールを送信し、その開封率などをレポートします。

③会員等へ各種イベント等の案内をHPやメールマガジンにて随時配信

北海道支部よりメール連絡を許諾いただいている会員様と配信希望者には、各種イベント等をお知ら
せするメールマガジンを配信しました。

・北海道支部HPアクセス件数 ６８，４６５件のアクセス

・北海道支部メールマガジン 配信回数：４０回 ３６，５２７通発信

３.ICT利活用推進事業（公益事業）



４.会員交流事業（自主事業）

会員交流事業は、会員企業の経営者の皆様が集まる異業種交流や組織強化を目的とした親睦イベント等、
地区協会が工夫しながら実施しており、具体的には、理事会・総会後の交流会や親睦スポーツ交流会等があり
ます。
公益事業とは違う自主事業であるため、その費用は本部基準内での会費の一部充当と参加費を徴収して行

う必要があります（最下段※参照）。公益事業を事業の柱に実施しつつ、これらの基準を踏まえた会員交流
事業を行うことで、会員相互の親睦や新規会員拡大につなげていけるよう、地区会長・役員の皆様のご意見を
伺いながら進めていきます。

（１）会議（総会・理事会）に併せた意見交換会

定時総会や理事会、広域連携のICTセミナー後に講師を交えて会食を伴う交流会を開催しました。
また、支部では、電話応対コンクール北海道大会出場者、審査委員等を交えての交流会、全国大会出
場選手の慰労会を地区協会役員含めて開催しました。

①北海道支部理事会

北海道支部理事会は、第1回理事会（2023.6.20）にて2022年度決算報告と2023年度事業計
画の承認、第2回理事会（2024.2.15）にて、2023年度決算見込みと2024年度事業方針について、
全会一致で承認いただきました。

②地区協会の定時総会・理事会

10/24（火）理事会・定時総会を開催

＜同時開催：DXを進めるためのヒント 講師  NTT東日本 北海道北支店長 諏訪部達也 氏＞

コロナ禍明けとなった２０２３年度定時総会については、殆どの地区が集合開催し、会員交流会も併
せて実施しました。
付議した議案は全てご承認いただきましたが、開催時期が年度後半となった地区協会もあり、円滑な事

業運営に資するためにも、遅くとも7月迄には完了していくようにしていきます。

（２）親睦的なもの（スポーツ交流会等）

【地区協会別の状況】
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※ 協会年会費については、定款等で定める公益事業（テレコミュニケーション教育・ICT利活用推進）へ当該
年度に５０％以上を使用することを本部規程で定めております。
公益事業に使用した残り（会費収益の５０％以下）から必要な運営費を除いた金額が、会員交流事業

に充てることができる金額の上限となります。また、飲食の場合は、その利用者に隔たりがないことや、税法上の
損金算入等を考慮し、会員あたり5,000円以内が望ましいとされています。



２ 号 議 案

令和５（２０２３）年度決算報告
自 2023年4月 1日
至 2024年3月31日
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1.収益の部 (単位：円)

2023予算額

(Ａ)

2023決算額

(Ｂ)

増減額

(B)－(A)
備　　考

585,115 580,327 ▲ 4,788

275,000 270,000 ▲ 5,000 退会・未納3件

110,000 72,728 ▲ 37,272

電話応対競技会収益

(電話応対コンクール）
0 0 0

セミナー等収益

（応対系）
80,000 72,728 ▲ 7,272 業提収入

組織強化費 30,000 0 ▲ 30,000 総会後会員交流会相殺

雑収益 4 5 1 利息

970,119 923,060 ▲ 47,059

科　　目

前年度繰越

会員会費収益

事業収益

当期収益合計①

2.費用の部 (単位：円)

2023予算額

(Ａ)

2023決算額

(Ｂ)

増減額

(B)－(A)
備　　考

510,000 107,223 ▲ 402,777

電話応対競技会費用

(電話応対コンクール）
10,000 0 ▲ 10,000 今年度参加なし

セミナー等費用

（応対系）
100,000 78,306 ▲ 21,694

接遇研修に関わる費用

開催縮小による費用減

セミナー等費用

（ICT系）
50,000 25,917 ▲ 24,083 総会後ICTセミナーに関わる費用（会場費）

組織強化費要 350,000 3,000 ▲ 347,000
年末挨拶用カレンダー配送費

7地区合同ICTセミナー参加なし費用減

389,119 89,419 ▲ 299,700

会議費 200,000 67,200 ▲ 132,800 理事会・総会開催費用規模縮小

諸経費 189,119 22,219 ▲ 166,900
年会費請求委託費、各種手数料（残高証明、

振込手数料）、消耗品等費用、予備費

71,000 90,968 19,968

運営資金費用 66,000 78,032 12,032 上部費

消費税分担費用 0 10,788 10,788 仮払消費税、仮受消費税精算

その他 5,000 2,148 ▲ 2,852 年末挨拶用カレンダー負担金

970,119 287,610 ▲ 682,509

3.当期収支合計（正味財産合計） (単位：円)

次期収支差額　①－②

635,450

当期収益合計① 当期費用合計②

923,060 287,610

当期費用合計②

科　　目

事業費

管理費

内部取引費
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３ 号 議 案

令和５（２０２３）年度監査報告
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4 号 議 案

令和６（２０２４）年度事業活動計画(案）

全国的な労働人口不足や2024年問題をはじめとした働き方改革が企業の喫緊の課題となる中、当支部もこれま
でNTT東日本北海道事業部の稼働支援により運営してきた地区協会事務局も退職減耗等により、いよいよ維持
することが難しくなったことから、2024年度からは全国他支部同様に支部職員で札幌から道内一元的に事務局業
務を行わせていただくことと致しました。
役員の皆様を始め会員の皆様には、これまで各地区事務局に対し、格別のご理解ご支援を賜りましたことにつきま

して、心より厚く御礼申し上げますとともに、今後も変わらぬご支援のほど、何卒お願い申し上げます。
事務局の札幌一元化後は、事業の実施にあたり道内どの地区も均一の公益事業をご提供させていただくことができ

る点が大きなメリットと考えております。本部や全国各支部が企画するオンラインイベントへの相乗りや、近隣の地区協
会イベントとの合同開催などの検討、実現に努め、地区協会会員の皆さまが、これまで以上に協会事業に幅広く参
加していただく機会創出に努めて参ります。
なお、当協会の主軸となる公益事業については、ここ数年取り組んできた公益二大事業のバランス見直し＝「旧来

のビジネスコミュニケーション教育事業重点からＩＣＴ利活用推進事業の充実・拡大」を継続、シフトチェンジしていき
ます。具体的には、全道各地の商工会議所・商工会との共催事業化を更に進め、会員企業はもとより普く広く地域
全体へ最新のICT情報を早く正確にお届けすることで、「情報通信技術・サービスの利用者の利便増進に寄与し、地
域社会の発展に貢献する」という当協会の目的を果たしていきたいと考えております。
役員、会員の皆様には、協会事業にご理解ご賛同をいただき、会員以外の皆様へ協会事業参加へのお声かけを

していただき、協会事業の認知度向上と新規会員紹介にご支援を賜りますようお願い致します。

1.会員数・会費収益について

(1)会員数目標 ２，６５０会員（全国１位死守＝新規会員１００加入）
北海道の会員数は、４７都道府県支部で全国１位を維持しております（2位は東京）。
その一方で、道内経済の環境は地方ほど早く労働人口の減少が顕著で事業所も減少しており、今後も一定数
の退会を想定せざるを得ない中で、協会事業に賛同していただける方には新会員になっていただきながら、協会
の公益事業を維持・拡大させていくことが重要となっています。全地区の皆様の総力をお借りし、新規加入ゼロ
地区をなくし、全国に先駆けて減少傾向に歯止めをかける足掛かりを造る年度としていきましょう。

【2024年度目標】

【地区協会別新規会員加入目標】

、

※札幌と札幌隣接地区協会で4割、残りを各地区協会で分担した場合の目標値です.

(2)会費収益について

会費収入額については、退会（通年）と新規（半稼動）の差もあり、微減傾向を見込ます。

2024.3末 2025.3末

北海道全体の会員数 ２，６６５ ２，６５０

新規会員数 ２２ １００

退会会員数（前年並） １３９ １１５

北

海

道

計

札

幌

千

歳

恵

庭

空

知

後

志

南

後

志

函

館

苫

小

牧

門

別

富

川

浦

河

新

ひ

だ

か

室

蘭

伊

達

旭

川

富

良

野

深

川

名

寄

士

別

留

萌

稚

内

十

勝

釧

路

根

室

中

標

津

オ
ホ
ー
ツ
ク

新規会員 100 25 5 5 5 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３

２０２３実績 ２０２４計画
(ALL)

増減

再）賛助会費 再）賛助会費 再）賛助会費

会費収益計画 12,492,000 220,000 12,159,400 220,000 ▲332,600 0



２.ビジネスコミュニケーション教育事業（公益事業）

ビジネスでのコミュニケーションが、電話だけでなく、電子メールやSNS等で多様化していることから、名称をビジネ
スコミュニケーション教育とし、悪意のあるメールやSNSを見分け、ICTを最大活用していただくために、社員等の
経験やスキルに応じた層別研修をオンラインにて提供することで、地域差の無い事業を提供していきます。
なお、現代の若者がタイムパフォーマンスを重要視することを踏まえ、一部研修については講師と相談しながら、

アーカイブ（録画配信）型研修も前年に引き続き試行していきます。
これにより、各地域への商工会議所・商工会が主催する会場集合型研修とは並立でき、地域全体の利便性

の向上へ寄与していきます。

- 10 -

（１）ビジネスコミュニケーションスキル研修

協会が行うビジネスコミュニケーションスキル研修は、全道を効率的にカバーすることで講師が居ない地域
からも参加しやすいように、「オンライン」か「録画配信」で実施しており、2024年度も継続していきます。
特に新社会人向け研修は、各地の商工会議所等の集合研修とも共存しながら、多くの方にご利用いた

だいていることから、新人育成の一助となれるように複数回実施します。

①新社会人向け研修（1開催あたり、30名以上を目標）

＜オンライン研修＞３回実施（１回40名定員）4/19、21、25実施
【協会会員：無料 / 一般：＠3,300円（税込）/人】

＜録画配信研修＞ 5月以降、準備が整い次第
【協会会員無料】 ※見逃し配信イメージ

＜集合型研修（商工会議所共催型）＞

フレッシュマンスキルアップ研修

時期確認中（3月）

主催：深川商工会議所、共催：公財）日本電信電話ユーザ協会深川地区協会等

②フォローアップ研修（30名以上を目標）

＜オンライン研修＞１回実施（１回40名定員）
【協会会員：無料 / 一般：＠3,300円（税込）/人】

＜講師企業との共催型オンライン研修＞

実務者・リーダ育成・リーダーの各層別研修については、電話応対技能検定資格取得の研修と内容が重
なることから、電話応対技能検定指導者級保有講師の所属する企業へ依頼し、協会会員等に向けた公
開講座を主催してもらい、協会が共催者として会員等向けに申込を受付する方式で効率的な運営に努め
て行きます。

③実務者向け研修（5月と11月） ※有料（会員価格有）

a.ビジネスマナー研修（電話応対技能検定３級 6時間履修）
b.電話応対マナー研修（電話応対技能検定３級 6時間履修）
c.もしもし検定3級対策講座（電話応対技能検定３級 3時間履修）※7月と1月に実施

④リーダー育成研修（5月と10月） ※有料（会員価格有）

a.ビジネスコミュニケーションスキルアップ研修（電話応対技能検定２級 6時間履修）
b.電話応対研修会（電話応対技能検定２級 6時間履修）
c.もしもし検定２級対策講座（電話応対技能検定２級 3時間履修） ※6月と12月に実施

⑤リーダー研修（12月） ※有料（会員価格有）

a.ビジネスコミュニケーション研修（電話応対技能検定１級 6時間履修）
b.クレーム応対研修会（電話応対技能検定１級 6時間履修）
c.もしもし検定１級対策講座（電話応対技能検定１級 3時間履修） ※2月に実施
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（1）ビジネスコミュニケーションスキル研修

⑥東京支部主催オンライン研修への相乗り

東京支部にて主催する全国参加型オンライン研修は、北海道支部内の会員も会員価格にてご利用
がいただけます。会員がより多くのメニューから研修受講機会を得られるようになります。
具体的実施時期や内容は、北海道支部HP及びメルマガで随時お知らせさせていただきます。

＜2024年 東京支部予定研修＞ ※研修名は変更となる可能性があります

⑦会員企業の公開講座を会員へ紹介

＜ビーグライド社研修【会員価格有】＞※電話応対技能検定指導者級講師
層別・スキル別オンライン研修を予定（支部HP・メルマガにて紹介予定）

＜エスパスマナーアカデミー社研修【会員価格有】 ＞※電話応対技能検定指導者級講師
層別・スキル別オンライン研修を予定（支部HP・メルマガにて紹介予定）

＜岡田プランニング社研修＞※電話応対技能検定指導者級講師
層別・スキル別オンライン研修を予定（支部HP・メルマガにて紹介予定）

＜キャリアバンク社研修＞
層別・スキル別オンライン・集合研修を実施（HP等で受付中）

※その他の会員企業から要望があれば、都度、会員企業のイベントを掲載し、メルマガ等でお知らせし
ていきます。

⑧会員企業の個別研修向け講師のご紹介

ビジネスコミュニケーション教育や、各企業の電話応対品質を診断する講師をご紹介します。
協会登録講師以外の会員企業講師も居られますので、お気軽に相談ください。

＜協会登録講師の料金目安＞
・講師料の目安は、協会会員からのお申込みの場合
初めの2時間は、１６，５００円＠時間（税込）、以降時間毎に１３，２００円＠時間

・テキスト代、交通費・宿泊費は実費相当額となります。
・移動日が発生する場合、別料金が発生する場合があります。
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（２）電話応対コンクール事業

日常業務で培った自らの電話応対スキルレベルを確認し、出場者の中で応対品質を競う場として活用され
ている「電話応対コンクール」ですが、定型的なお問い合わせ業務にチャボットやAIによる音声応答が導入さ
れる状況の中、人対人のビジネスコミュニケーションスキルは、企業のお客様満足度（CS）向上における重
要性が見直されています。
仮想企業の社員として、同じお客様設定で対応するコンクールは、参加者同士の工夫した応対を知る貴

重な機会ともなっており、応対スキルを資格制度とした「電話応対技能検定」と併せてご活用いただきたい事
業です。2024年度の全国大会は高知市となりますので、多くの方に参加いただれば幸甚です。

①事前研修

a.電話応対コンクールオンライン説明会（５/16） 【無料】

予選会から全国大会までのスケジュール等の説明を中心に実施。

b.電話応対コンクールチャレンジセミナー（録画配信：2024.5.20-29）【無料】

コンクール参加の意義、コンクール問題の解説(求められているポイント）、
日常で養うべき電話応対のポイントなど
【講師：Bコミュニケーション社 伊藤康子氏】

②予選会 【協会会員：無料 / 一般：＠3,300円/人】

前年の参加実績等も踏まえ、地域毎の地区大会から全道一区での予選会へ見直して効率的な
運営を行うこととします。
なお、北海道大会進出者の選定にあたっては、地域性を加味した審査を行うように努めます。

〇申込期間 ２０２４年７月１日～８月上旬（提）
〇録音期間 ２０２４年８月１９日～２３日
〇審査方法 参加者指定の電話番号への架電による録音音源を審査
〇審査結果発表 ２０２４年９月６日（金） 予定

※北海道大会進出者へは、北海道大会に向けた「ステップアップ研修」を
   ９月中旬に実施予定

③北海道大会

〇大会予定日 ２０２４年１０月２日（水）
〇大会会場 札幌市民交流プラザ ３階 クリエイティブスタジオ
〇出場予定数 ２０名
〇全国大会派遣数 １名

※ 北海道大会進出者の旅費は参加者所属の地区協会負担とします。
※ 北海道大会上位入賞（準優勝・優秀賞３名）については、全国大会

研鑽研修へ優先的に派遣していく予定です。
※ 北海道大会出場者へは、電話応対技能検定講習無料受講券を副賞

として授与します。

④第63回電話応対コンクール全国大会in高知

〇大会予定日 ２０２４年１１月１５日（金）
〇大会会場 高知県民文化ホール
〇出場予定者数 ５６名

※ 全国大会出場者は、11月14日（木）～16日（土）の旅程となります。
宿泊は指定ホテルへ宿泊となります。旅費はコンクール事務局負担です。
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（３）電話応対技能検定事業

「電話応対コンクール」は、参加者の中で品質を競うのに対し、「電話応対技能検定」は、日常で身に着け
た電話応対スキルの段階に応じて資格取得ができる制度です。ビジネスコミュニケーションに特化した資格制
度は唯一でもあり、一部の企業では社員資格取得制度の中の一つとしてご活用いただいています。

①電話応対技能検定４級 （11回予定）

※試験会場は、札幌市内に会場を設置予定。地方受験希望者は事前相談要

②電話応対技能検定3級 （２回予定）

※試験会場は札幌市内

③電話応対技能検定2級 （２回予定）

※試験会場は札幌市内

④電話応対技能検定1級 （１回予定）

※試験会場は札幌市内

4級
(入門級)

3級
(初級)

2級
(中級)

1級
(上級)

指導者級
(S級)

受験資格 特になし 特になし 本検定３級合格者 本検定２級合格者 5年以上の指導経験が
ある本検定1級合格者

資格内容 ビジネス電話に必要なコ
ミュニケーションの基礎知
識を有する。

ビジネス電話を行うため
のコミュニケーションの基
礎能力を有する。

ビジネス電話を行うため
のコミュニケーションの応
用能力を有する。

ビジネス電話を行うため
の社内の指導者として高
度な実践能力および指
導能力を有する。

電話応対に関する高度
な知識、技能を有し、本
検定の実施にあたっては、
指導官や試験官などの
役割を果たす。

検定講習 なし 15時間以上
(4級合格者は7時間以上)

15時間以上 15時間以上 70時間以上

検定試験 筆記試験 40分
筆記試験 40分
実技試験 3分

筆記試験 60分
実技試験 3分

筆記試験 90分
実技試験 3分

(本部HPにて案内）

検定料 1,100円（税込） 5,500円（税込） 6,600円（税込） 7,700円（税込） 11,000円（税込）

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回

検定試験日 4/3 5/8 6/5 7/3 8/7 9/4 11/6 12/4 1/8 2/5 3/5

第1回 第2回

検定試験日
筆記：2024.7.3
実技：2024.7.4

筆記：2025.1.8
実技：2025.1.9

第1回 第2回

検定試験日
筆記：2024.6.5
実技：2024.6.6

筆記：2024.12.4.
実技：2024.12.5

第1回

検定試験日
筆記：2025.2.5
実技：2025.2.6
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（４）本部主催事業

協会本部でも会員様企業の「お客様満足度向上」に向けた事業を実施していますので、以下にご紹介
いたします。

①企業電話応対診断

電話応対の専門家が貴社の電話応対レベルを診断します。数値化された客観的な報告に、アドバイス
も含めてご報告します。電話応対教育・企業のCS（顧客満足）経営の指針として、お役立てください。

＜診断料金＞

②企業電話応対コンテスト

ユーザ協会の専門スタッフが「仮のお客さま」となって予告なしに電話をかけ、その際の電話応対模様を
録音し、５人の専門家が客観的に数値化。業種別に行われ、100点満点で評価をします。
また、結果から「報告書」として改善のアドバイスをフィードバックしますので、企業における電話応対サービ
スの向上、CS（顧客満足）経営の指針としてご活用いただけます。

＜お申込みの流れ＞
一般、会員を問わず自由参加可能です。
企業、複数の部門(セクション)での参加も可能です。
※1つのお申込み部門には、同一の電話番号で複数のお申込みはできませんのでご注意ください。
※診断先電話番号が｢発信地域限定｣となる場合は、コンテスト事務局(TEL03-5820-2071)まで事
前にご相談ください。
■業種別に質問内容を変えて、7月下旬から予告なしに1回お電話いたします。

＜お申込み期間＞
5月１日～7月20日

＜参加料金＞

報告書タイプ 一般価格 会員価格

Aタイプ
(5名の専門家が診断)

14,300円(税込) 11,000円(税込)

Bタイプ
(1名の専門家が診断)

8,800円(税込) 5,500円(税込)

一般価格 会員価格

14,300円(税込) 11,000円(税込)

参加料金(1セクション(1電話番号)につき)

※IVR利用の場合は、最終接続先を1セクションとします。
※ユーザ協会指定口座へのお振込みをお願いします。
参加料の振込み確認をもって参加決定となります。
ご希望により、請求書を発行します。
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３.ICT利活用推進事業（公益事業）

道内は、労働人口が減少に転じている中、２０２４年度問題もあり、労働力確保が難しくなっています。業
務の仕組みを見直しするためにデジタル技術を活用（＝DX：デジタルトランスフォーメーション）していくことが求
められることから、最新の技術（例：生成AI）を活用するセミナーや現地見学会等を実施していきます。
セミナー目的に合う著名人もお呼びしながら、地域の非会員も参加できるようにしていきます。

（１）ICTセミナー
「ICT人材がいない、難しい」、「DXはどうやるの」との声を受けて、「視て・聴いて・触れる」機会を増やすこと

を目的に、最新のICT機器や技術（AIや生成AI）を不足する労働力の代替にしてもらうセミナーを複数の
商工会議所・商工会やNTT東日本等と連携していきます。
協会会員以外の事業所にもお声掛けいただき、参加いただきたい内容にしていきます。

①北海道主催：広域連携：「基調講演＋（展示・体験）＋著名人講演」 <4回程度予定>
・「札幌圏」 北海道が目指すべき針路～地域資源のポテンシャルとグローバル戦略～

寺島 実郎氏         【６月２４日】
・「道南又は道北」    検討中     【８月頃】
・「札幌圏」 超入門！中小企業のDX導入事例と実践方法を教えます」

梅崎 健理氏 【１０月１５日】
・「空知・後志」 白井 一幸氏 ※12/26 小樽経済Cで調整中  【１２月２６日】

・9/3（火）地方創生セミナー 「北海道ボールパークから学ぶ、新しい“まち”つくり」

・9/26（木）「デジタルツール実演・展示会in深川」 講師 NTT東日本地域共創担当
＜深川商工会議所と連携＞

・新春 道北７地区合同新春ICTセミナー（ハイブリッド）

・「道東圏」 DXをテーマに現在検討中     【２月】

②本部・他支部主催の著名人オンラインセミナー＜6回＞
・本部主催：奇数月に１回程度、計６回実施予定（第1回は5月14日開催済、第2回は6月20
日予定、以降検討中）
・他支部主催：偶数月に他都府県が実施予定（詳細未定）
＜テーマ＞
①生産性向上（DX）に寄与するICT
②働き改革に寄与するICT
③地域課題・まちづくりを解決するICT

※実施内容・申込方法については、決定次第、HPやメルマガにてご案内致します。

③総会・理事会：「NTT東日本講師のミニセミナー」＜全理事会・総会で予定＞

9/26（木）「デジタルツール実演・展示会in深川」 講師 NTT東日本地域共創担当
＜深川商工会議所と連携＞

・総会等の機会を捉え、NTT東日本様には最新技術や地域貢献の取組み等を講演いただくこともに、
地域の皆さまと情報通信技術等に関しての意見をNTT東日本様と交換する場となるようにします。
・２０２４年度は、各地区協会総会資料を支部HPへ掲載し、総会へリアルオンンラインで参加でき
るよう準備をしていきます。

（２）ＩCＴ講座（新規：年間６回程度実施予定）
・本部にてベンダーや講師と契約し、オンライン講座を実施
・リアルオンライン開催後は、オンデマンド配信を検討中
＜テーマ＞
①サイバーセキュリティ対策講座（4月25日、6月20日開催）
②ビジネスコミュニケーションツール活用講座
③DX活用推進講座
④経営者のためのICTリテラシー講座
⑤経営者のための情報セキュリティ対策講座など
※実施内容・申込方法については、決定次第、HPやメルマガにてご案内致します。



（２）会員特典

①ｅラーニング＜11回開催＞

＜カリキュラム＞
①DX入門（8講座） ②新入社員向け（15講座） ③新入社員育成者向け（8講座）
④全社員向け（12講座）

②標的型攻撃メール予防訓練サービス＜11回＞
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開催回 申込期間 受講期間

第1回 4月1日～15日 5月15日～6月5日

第2回 5月1日～15日 6月15日～7月5日

第3回 6月1日～15日 7月15日～8月5日

第4回 7月1日～15日 8月15日～9月5日

第5回 8月1日～15日 9月15日～10月6日

第6回 9月1日～15日 10月15日～11月5日

第7回 10月1日～15日 11月15日～12月6日

第8回 11月1日～15日
12月15日～

2025年1月5日

第9回 12月1日～15日 1月14日～2月4日

第10回
2025年

1月4日～18日
2月15日～3月8日

第11回 1月25日～2月8日 3月10日～3月31日

開催回 申込期間 訓練実施時期

第1回 4月10日～25日 5月下旬

第2回 5月10日～25日 6月下旬

第3回 6月10日～25日 7月下旬

第4回 7月10日～25日 8月下旬

第5回 8月10日～25日 9月下旬

第6回 9月10日～25日 10月下旬

第7回 10月10日～25日 11月下旬

第8回 11月5日～20日 12月下旬

第9回 12月10日～25日 2025年1月下旬

第10回
2025年

1月10日～25日
2025年2月下旬

第11回 2月10日～25日 2025年3月下旬



（２）会員特典

③セキュリティ

セキュリティの危険要素を知ることで、どのような対策を取ればよいかが分かります。
ユーザ協会では、セキュリティに関する『脅威の知る⇒対策する⇒備える』を一連でサポートすることで、
会員の皆様の安心したIT運営をサポートしていきます。
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4.組織強化・会員交流事業

地区協会は昭和５１年頃から、NTTの前身である電電公社の電報電話局に事務局を置き、公益財団法
人化した２０１２年には、道内に３０地区協会が創意工夫しながら公益事業と会員交流を通じた組織強化
を図ってきました。
今回、事務局が札幌へ一元化することもあり、「全道の会員が交流できるイベント」を目標にして、まずは近隣

地区協会での合同開催、同じ地区内の複数会議所・商工会との合同開催事業に併せて、名刺交換会や交
流会を検討していくこととします。

（１）支部会員サイトの充実

①会員企業サイトとのリンク（会員企業一覧への掲載）

会員企業一覧への掲載を許諾いただいている会員様のホームページへのリンクを実施
※会員企業からの申出があれば掲載・HPリンクの開始・廃止を随時行います。

②会員イベントの告知

会員企業一覧へ掲載を許諾いただいている会員様のイベントを掲載することが可能です。
※公益に資するイベントについては、オンライン受付機能等もご利用いただけます。

③メールマガジンによる告知機能の強化

メールでの連絡を許諾いただいている会員様については、支部より、月２回程度、メールで最新のイベント
等の情報をお届けします。
※メール連絡を希望される会員様は、支部までお申し出ください。

②会員専用の「目安箱」の設置

会員様からのご意見は、これまで総会の場か、個別に連絡いただき、直接お伝えいただく方法以外ありませ
んでしたので、準備が整い次第、支部HP内に「目安箱」を設けていくことにします。
なお、目安箱は質問と回答をHPで広く広報していくこととします。

（２）会員交流事業

①全地区交流イベント

地区協会会長等が集合し、ユーザ協会北海道支部をご支援いただいているNTT東日本北海道事業部
と連携し、地域の課題を率直に意見交換することができる機会となるように企画していきます。
具体的な検討は、NTT東日本北海道事業部と連携しながら進めますが、地区役員だけではなく、希望す

る会員が参加できるような形式を目指して参ります。

②地域別交流会

11/30（木）2023年度理事会・定時総会を開催 （役員地域別の交流会は、近隣地区との合同開
催を含め、多くの会員企業に参加いただき、会員企業同士の交流に寄与できるように進めていきます。
なお、景品や会食を伴うイベントについては、受益者負担の原則で行うこととし、協会が一部を拠出する場

合も、協会規程に準拠し、一会員あたり年会費の半額未満までを基準に検討していきます。



5 号 議 案
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令和6（２０２4）年度収支予算(案）
自 2024年4月 1日
至 2025年3月31日【収益の部】

【費用の部】



6 号 議 案

地 区 協 会 運 営 方 法 の 見 直 し

（案）

【概要】
運営に係る労働力不足の波は協会も例外ではなく、運営効率化が喫緊の課題となったことを踏まえ、持続可能な

運営体制を目指し２つの変革を行います。
①各地区協会の事務局を札幌へ集約（北海道支部の事務室内）します。
②協会事業の迅速な決定及び役員負担の軽減のために、各地区協会の理事会を決定機関とします。

以上2点は、地区協会会則変更の手続き（理事会承認後総会付議）を行います。

加えて、地区協会の見直し（広域統合）や会費の改定などについても、実施に向けた検討を地区協会役員の
皆さまと今年度から協議を始め、数年後の実施を見据えます。

①事務局の札幌集約

②理事会を決定機関とするための見直し

各地区協会会則の以下の条項を以下のとおり改定する。

地区協会の議決は、「理事会と総会」の2段階で議決しているが、総会出席者が少数かつ理事会出席者が参加して
いるため、重複した内容を聞くこととなっていることから、議決を理事会にて全て行うこととします。なお、理事会決定事項は、
支部ホームページを通じて会員へ周知及び意見収集することとし、役員の皆さまの負担軽減、意思決定の迅速化を図る
こととします。

条項 現在 改定後

（事務所）
第2条

この会は、事務所を旭川市内におく。 この会は、事務所を札幌市内におく。

条項 現在 改定後

（地区協会
理事等の解

任）
第14条

地区協会理事等に地区協会理事等としてふさわしくない行為が
あったとき、又は、地区協会理事等として職務の執行に堪えられな
いときは、地区協会総会の議決により解任することができる。

地区協会理事等に地区協会理事等としてふさわしくない行為が
あったとき、又は、地区協会理事等として職務の執行に堪えられな
いときは、理事会の議決により解任することができる。

（地区協会
総会の構成及

び機能）
第17条

地区協会総会は、定時総会及び臨時総会とする。
２ 地区協会総会は、会員をもって構成する。
３ 地区協会総会は、次の事項を議決する。
（１）この会則で地区協会総会の議決事項とされている事項
（２）その他地区協会の運営に関する重要事項
４ 地区協会総会は、次の事項について、理事会が定める経営の

基本方針及び支部の指導等の範囲内で、議決することができる。
（総会で議決する場合）

（１）事業計画及び予算
（２）事業報告及び決算
（３）その他地区協会の事業活動に関する重要事項
５ 定時総会は毎年１回、臨時総会は会長が必要と認めたときこ

れを招集する。

地区協会総会は、以下のとおりとする。
２ 地区協会総会は、会員をもって構成する。
３ 地区協会総会は、地区協会組織等に関する重要事項を議決

する。
４ 総会は会長が必要と認めたときこれを招集する。

（地区協会
理事会の構成
及び機能）

第21条

地区協会理事会は、地区協会理事をもって構成する。
２ 地区協会理事会は、次の事項を議決する。
（１）この会則で地区協会総会の議決事項とされている事項
（２）この会則で地区協会理事会の議決事項とされている事項
（３）その他地区協会の運営に関する重要事項
３ 地区協会理事会は地区協会会長が必要と認めたときこれを招

集する。

地区協会理事会は、地区協会理事をもって構成する。
２ 地区協会理事会は、次の事項を議決する。
（１）この会則で地区協会総会の議決事項とされている事項
（２）この会則で地区協会理事会の議決事項とされている事項
（３）その他地区協会の運営に関する重要事項
３ 地区協会理事会は、次の事項について、本部・支部の経営の

基本方針の範囲内で、以下を議決することができる。
（１）事業計画及び予算
（２）事業報告及び決算
（３）その他地区協会の事業活動に関する重要事項
４ 地区協会理事会は地区協会会長が必要と認めたときこれを招

集する。
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深川地区協会役員の選任について

※敬称略

今年度は、改選年度になります。次のとおり選任のこととしたい。

7 号 議 案

役 職 名 氏　名 区分

会 長 廣 野 勝 利 深 川 商 工 会 議 所 会 頭 継続

副 会 長 津 田 恭 史 深 川 油 脂 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 退任

〃 池 内 英 二 北 空 知 信 用 金 庫 理 事 長 新任

理 事 赤 藤 敏 仁 妹 背 牛 商 工 会 会 長 退任

〃 木 山 卓 己 妹 背 牛 商 工 会 会 長 新任

〃 宇 野 忠 直 秩 父 別 町 商 工 会 会 長 退任

〃 北 垣 威 史 秩 父 別 町 商 工 会 会 長 新任

〃 藤 井 雅 仁 北 竜 町 商 工 会 会 長 継続

〃 吉 住 淳 男 沼 田 町 商 工 会 会 長 継続

〃 渡 邊 純 深 川 商 工 会 議 所
専 務 理 事

事 務 局 長
退任

〃 吉 村 理 明 深 川 商 工 会 議 所
専 務 理 事

事 務 局 長
新任

〃 池 内 英 二 北 空 知 信 用 金 庫 理 事 長 退任

〃 永 倉 隆 太 郎 社 会 医 療 法 人 ア ン リ ー ・ デ ュ ナ ン 会 理 事 長 新任

監 事 小 川 広 見 小 川 組 土 建 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長 継続

〃 中 田 健 ㈱ 北 洋 銀 行 深 川 支 店 支 店 長 継続

顧 問 田 中 昌 幸 深 川 市 市 長 継続

〃 富 岡 正 幸 富 岡 産 業 ㈱ 代 表 取 締 役 継続

〃 諏 訪 部   達 也 ㈱ Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 - 北 海 道 北 海 道 北 支 店 長 退任

〃 堂 向 修 司 ㈱ Ｎ Ｔ Ｔ 東 日 本 - 北 海 道 北 海 道 北 支 店 長 新任

所 属 会 社 ・ 役 職 名

深　川　地　区　協　会
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令和５（２０２３）年度会員増強貢献表彰及び表彰基準見直し(案）

【２０２３年度地区協会表彰】

協会会員数の増強に努めた功績に対して支部長表彰を行います。
【表彰基準】

①会員数前年増減数 ②新規会員獲得数 ③退会数の偏差値平均で、会員規模別に順位を付け、
各グループ1位を表彰する。 ※但し、新規会員獲得ゼロの場合は対象外とする。

Aグループ（2023.3末会員数２００以上）、 Bグループ（2023.3末会員数１００以上）、
Cグループ（2023.3末会員数５０以上）、 Bグループ（2023.3末会員数５０未満）

グループ 表彰地区協会

Aグループ（札幌・空知・オホーツク・釧路・函館） 札幌地区協会

Bグループ（伊達・中標津・十勝・旭川・苫小牧） 伊達地区協会

Cグループ（根室・稚内・室蘭・留萌・後志・深川） （対象なし）

Dグループ（門別富川・富良野・新ひだか・千歳恵庭・名寄・南後志・浦河・士別） 門別富川地区協会

【２０２４年度の表彰基準について】

①新規会員獲得数、②年間純増数、③一般参加者数の3区分とし、各区分の偏差値の平均値1位（会
員規模に応じたグループ別）に支部長表彰を行うこととしたい。
※①③の両方がゼロの場合は表彰対象外とする。
※グループは「A：200以上、B:100以上、C:50以上、D:50未満（2024.3末）」とする。

増減率 偏差値 増減数 2023年度 2022年度 入会数 偏差値 退会数 偏差値

A 札幌 57.0 札幌 -2% 56.8 -11 558 569 札幌 16 97.3 札幌 -27 16.7

A 空知 49.9 空知 -3% 52.8 -7 210 217 空知 1 50.3 空知 -8 46.5

A オホーツク 47.0 オホーツク -4% 48.9 -9 192 201 オホーツク 0 47.1 オホーツク -9 45.0

A 釧路 44.0 釧路 -6% 44.6 -12 193 205 釧路 0 47.1 釧路 -12 40.3

A 函館 36.7 函館 -9% 35.1 -20 205 225 函館 0 47.1 函館 -20 27.7

B 伊達 55.3 伊達 -1% 59.8 -1 99 100 伊達 1 50.3 伊達 -2 56.0

B 中標津 53.4 中標津 -2% 57.0 -2 105 107 中標津 0 47.1 中標津 -2 56.0

B 十勝 46.7 十勝 -5% 48.1 -9 181 190 十勝 0 47.1 十勝 -9 45.0

B 旭川 46.5 旭川 -5% 45.9 -9 156 165 旭川 1 50.3 旭川 -10 43.4

B 苫小牧 46.1 苫小牧 -6% 43.0 -7 103 110 苫小牧 0 47.1 苫小牧 -7 48.1

C 根室 56.4 根室 0% 62.9 0 50 50 根室 0 47.1 根室 0 59.1

C 稚内 52.3 稚内 -3% 54.0 -2 68 70 稚内 0 47.1 稚内 -2 56.0

C 室蘭 50.1 室蘭 -4% 50.3 -4 95 99 室蘭 0 47.1 室蘭 -4 52.8

C 留萌 46.1 留萌 -8% 38.4 -4 47 51 留萌 0 47.1 留萌 -4 52.8

C 後志 46.0 後志 -7% 41.1 -6 80 86 後志 0 47.1 後志 -6 49.7

C 深川 44.6 深川 -9% 35.5 -5 52 57 深川 0 47.1 深川 -5 51.2

D 門別富川 61.5 門別富川 3% 73.6 1 30 29 門別富川 2 53.4 門別富川 -1 57.5

D 富良野 56.4 富良野 0% 62.9 0 28 28 富良野 0 47.1 富良野 0 59.1

D 新ひだか 53.5 新ひだか -3% 54.2 -1 35 36 新ひだか 1 50.3 新ひだか -2 56.0

D 千歳恵庭 53.4 千歳恵庭 -2% 55.4 -1 41 42 千歳恵庭 0 47.1 千歳恵庭 -1 57.5

D 名寄 53.2 名寄 -3% 54.9 -1 38 39 名寄 0 47.1 名寄 -1 57.5

D 南後志 53.2 南後志 -3% 54.9 -1 38 39 南後志 0 47.1 南後志 -1 57.5

D 浦河 45.6 浦河 -9% 35.3 -3 31 34 浦河 0 47.1 浦河 -3 54.4

D 士別 45.3 士別 -9% 34.5 -3 30 33 士別 0 47.1 士別 -3 54.4

参 考



深 川 地 区 協 会 連 絡 先 に つ い て

連絡番号 ：011-212-5023
ＦＡＸ番号 ：011-218-5313

メールアドレス：yuza-ho@jtua.or.jp

事務局長 ：戸来 隆幸（へらい たかゆき）

事務局 ：上澤 あきな（うえさわ あきな）

引き続き、よろしくお願いいたします。

＜メ モ＞
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